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然
6

。
此
等
の
遊
女
の
中
に
は
大
江
玉
淵
な
ど
公
卿
の 

女
名
あ
み
て(
大
和
物
語
古
今
集)

後
®
の
如
く
填
め
ら 

れ
允
る
名
の
に
あ
ら
梦
。
殊
に
遊
女
中
に
有
カ
な
る
長 

者
.あ
6

て
部
下
の
遊
女
を
取
締
る
事
幼
稚
な
る
組
合
^

，を 

萠
芽
と
0

見
る
ベ

き
$
の

あ
6

0
，其
數
，

p

甚
多
，、御
堂 

關
白
の
豪
遊
に
は
五
十
餘
艘
の
舟
を
浮
べ
て
公
卿
の
舟： 

を
追
ひ
來
6

歡
樂
を
つ
く
し
允
石
な
ど
淀
川
沿
岸
に
少 

く
と
名
千
人
以
下
な
ら
^

る
べ
し
。

.

附
言
草
し
來
：つ
て
こ
、
に
至
れ
ば
前
後
礎
着
甚
系| 

統
的
4

ら
ず
材
料
羅
列

に
す
ぎ
次

る
は

大
方
に

向
て 

汗
背
に
堪
へ
次
る
所
な

^S。

■

終
6

に
.
臨
む
で
川
上
文
學
士
の
有
力
な
.る

史
料
を
供 

給
し
く
れ
^

る
に
對
し
て
謹
む
で
謝
す
。

/

 

s
c
h

PJ:fer, B
e
l
o
w
,

 

c
〇

c(l*allges,. 

z
e
m
m
e
r
a
A
s
h
l
e
y
-
.
,

 

j

な
ど
.泰
西
諸
大
家
の
都
府
に
關
す
る
議
鼢
を
參
考
し

j 

'
■
允

ろ
.0
■-
■

一

三
四
四
.

 

,

物
價
の
變
動
と
當
座
預
金
，

/

_

高

城

仙

次

郞

本

篇

.は

フ

ィ

シ

ヤ
.1

氏

の

『

貨

幣

の

購

買

力』
T
h
e

 

p
u
r
c
h
a
s
i
n
g

 

p
o
w
e
r

 

o
f
.
M

塞

y

m

三

草

の

抄

譯

な

り〕

•

.
第

1

節

.流
通
信
用
の
不
可
思
議 

吾
人
は
是
れ
ょ
々
流
通
預
金
換
言
ず
れ
ば
流
通
^
ロ
用 

の
性
質
を
說
明
せ
ん
と
す
。
慨
し
て
之
を
論
す
％
ふ
:1 

:»

と
：は
债
務
者
に
對
し
債
權
者
の
請
求
し
得
る
物
を
云 

か
ふ
。
.

而
し
て
銀
行
の
當
座
預
金
と
は
銀
行
ょ
6

銀
行
の 

債
權
者
好
請
求
し
得
る
物
に
外
な
ら
す
しV

、

之
に
由 

K

其
債
權
者
は.

1
1

見
拂
の
小
切
手
を
以
て
銀
行
ょ
6 

特
定
の
.
金
額
を
引
出
し
得
る
者
な
る
於
、
他
糧
の
銀
ー
了 

預
金
は
吾
入
の
挤
究
範
圍
外
な
る
を
以
て
，ハ
吾
人
辻
通

例『

當
座
銀
行
預
金』

^:

罩
に『

銀
行
預
金』

と
稱
す
べ 

し
。當

^

e'
^

^

さ
て
銀
行
小
切
手
は
上
記
の
如
く
預
金
を
引
き
出
す
、

i

t*
i-
^
>
-
v
:
r 

v

'J
^
^
.̂.
-
ĉs
^
s
s
v
.

-v
l
c
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嚷
一
一
ロ
す
れ
ば
、
預
金
を
移
轉
す
る
權
利
の
®

書

.に

過

ぎ 

ぎ
る
な
6

0

. 

3れ
ど
小
切
手
自
身
於
運
貨
な
る
に
非
#

しV
、

小
切
手
於
代
表
す
る
銀
行
預
金
が
通
貨
欠
る
夺
ー

『

流

通

信

用

』

と

名

く

る
所
謂『

銀
行
業
の
不
可
思
議』

解

 

銀
行
預
金
の
移
轉
に
關
し
て
亂
れ
る
名
の
な
ち
。

一
派
-

0 ]  C 

し I

mA1
m '

の

i
fi

b

t]

Mf
句1
!

"

^

~

^

^

-

1

1

§

^

人
々
は
主
張
し
<

日
く
、
信
用
id
：

j 

財
貨
に
何
等
の
基
礎
を
有
せ
ず
し
-c

、

全
.く

存

在

す

る

一 

の
陳
利
な
き
者
に
非
デ
と
な
す
名
、
猶
ほ
«
前
の
燈
の 

セ
き
#.
脈
を
有
せ
る
一
種
の
膨
脹
せ
る
泡
沫
に
外
な 

ら
ず
と
。
さ
は
れ
銀
行
紙
幣
と
同
b

く
銀
行
預
金
の
性 

質
は
了
解
し
易
き
者
に
し
て
、
本
章
に
於
^:

練
行
紙
幣 

に
關
し
<

論
ず
る
所
は
槪
し
<
之
を
銀
行
錐
附
に 

I

る
I

得
べ
し
。

o

卽

ち

.紙

幣

は

自

由 

に
流
通
す
る
に
反
し
、
流
通
.預
金
は『

小
切
手』

.と
稱
す 

儺

. 0
'

.

る
特
種
の
手
形U

由
6

V

の
み
流
通
す
る
名
の
^

_銀
行

預
金
の
特
質
を

明
£
に

せ
ん
.爲
に
吾
人
は
預
金 

眹
扱
尬
に
現
金
保
管
を
蓴
業
と
す
る
往
古
發
生
當
時
の 

.一：銀
^
を
见
想
す
べ

し

。

最勒のアム

' スタタム銀行 

汰
&

>
之
に
類
似
せ
る
名
の

.な
6

き

.,
°「

今

此

假

想

銀

行 

に

繁

Q

A

s
金
貨

十
萬
典
を
預
け
、
各
其
®

預
金

額 

u

對
し
て

領
收
識

を
受

取

む

と
せ
よ
。

而
し
<
若 

一..し
比
銀
行
が
其
の
貸
偕
勘
定
を
.發
表
し
允
ろ
と
せ
ば
、
 

左
'の

如
く
十
萬
弗

の
現
金
在
高
を
示
す
と
同
時
に

預
.主 

_

對
す
ゐ

4
-

萬
弗
の
負
債
を
表
記
す
る
な
ら

ん
。
を 

資

產
 

負

债

•

弗 

金

貨

§

、
§

?

.

预

金

§

、
§

’

右
表
の
下
段
に
•示
す
金
額
は
各
預
主
に
對
す
る
負
債 

.

の
合
ft

な
；る
は
勿
論
に
しV

、
、

若

し

預

主A

.-
^

樂

す

る
 

一：
負
債
を
一
萬
弗
と
し
、
B

に
對
す
る
負
債
を
同
匕
く
一
'

_

萬
弗
と
な
し
、
'其
他
の
預
金
主
に
對
す
る
負
債
を
八
萬

弗
4

ば
、
毖

行
®

麗

勘
_

羞

|

如
く
作
る

乙
と
を
得
べ
し
。

.

.

資

.

產 

一

，

.負
'

债 

• 

■一一

1

四 M

 

.

.
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.

金

貨
1
0
Q、
0
0
Q

A

0.
預
發 

S

、
Q

S

B

の

预

金
.

1
0
、
§

他
の
預
金
八
Q
、
g

Q

,

合

訐

§

、
■

 

合
.

計

1
0
0
、
§

3

て
、
今
假
94

に
<
1
は
凡
に
一
千
那
を
支
拂
は
ん
己
と
，
 

を
欲
し
^

4

と
せ
ば
、
<
1
は
1̂

と
銀
行
に
同
道
し
一
千 

弗
に
對
す
る
受
取
®
岩
し
く
は
小
切
手
を
呈
出
し
て
同 

r

の
金
貨
を
■受

取

夫

れ

を

^
に
渡
す
こ
と
を
得
べ 

く

、

？
^
は

次

に

其

金

額

を

洱

び

出

鈉

褂

の

窓

ロ

に

差

出 

し
、
.
自
己
.
の
名
義
にy

更
に
受
取
證
を
取
6

V

、
同
銀 

行
に
一
千
弗
を
預
入
る
、
こ
i

を
得
る
な
6

。
さ
れ
ど
、
 

A

B

共
に
銀
行
に
行
か
.

^
し
.て
A

B

{C
B

に
一
千
弗 

に
對
す
る
小
切
手
を
與
へ
て
其
支
拂
を
完
了
す
：る
こ
と
，
 

を
得
べ
し
。
雨
者
孰
れ
の
f

に
？
、
此
預
金
の
務
輸
7 

に
依
6

<

a

の
预
金
は 

一m

_

よ
6

九

千

弗

に

減

匕

、
ン 

B

の
預
金
は
一
萬
一
千
弗
に
増
加
す
る
の
結
果
を
生
梦 

る
な
6
0
. 

3す

れ

ば

同

龈

行

の

.貸

借

表

は

左

の

如

く

變 

K

す

べ

し。

’

.
資

產
 

負
.

債

金

貨

§

、
§
 

A
の

预

金

3
0
?

.

B
の
預
金 

V 

一
 

l、
s
o 

' 

他
の
預
金
，

S
八CT

G
S

 

合

計

1

0

3

8

§
、000

.斯
く
の
如
く
受
取
證
若
し
く
は
小
切
手
は
現
金
の
代 

6

に
同
銀
行
の
各
預
主
間
に
流
通
す
る

1

至
る
％
の
な 

る
於
、
.斯

か

に

於

て

其

の

所

有

主

を

變

更

す

る
 

M

O 0
、
換
言
す
れ
ば

『

流
瓶
す
る

』

名
の
は
現
金
を

51
0 

き
出
す
權
利
に
し
て
、
小
切
手
は
單
に
此
權
利
と
此
權 

刺
の
移
轉
と
の
證
憑
に
過
ぎ
次
る
な
ぅ

。

/

'
•次
に
此
銀
.行

は

其

保

管

せ

る

现

金

の

半

額

を

貸

出

•し 

其
0.

利
子
に
依
6

<

收
益
を
計
る
に
至
6

杧
6

と
假
定 

せ
ょ
。
抑
3

銀
行
の
貸
出
し
は
通
例
借
主
の
約
束
手
形 

と
の
交
換y

依
6

て
：成
立
す
：る̂

P

の
な
る
於
、
fi
o

^o
ic

は

*

竟
«

主——

此
場
合

に

は
銀

——

規

代
 

:°
o 

o

o

o

ood
o

o

o
oi
T
 

o 

oo*
OJ
^

w

0 6

に
受
取
る
約
束
手
形
に
對
す
る
貨
幣
の
交
換
に
外
な 

ら
岁
。3

て
此
銀
行
#
金
の
借
注
が
現
金
を
引
き
出
し
、 

銀
行
は
其
借
主
の
提
供
ザ
る
約
束
手
形
を
受
取
6

^

6

 

i

せ
ん
か
、
銀
行
の
«
借
表
は
更
に
左
の
如
く
變
页
す

159
ベ

し
資

產

m

貨
墦
備 

約
朿
手
形

合

.計

-g
、s
o
.
. 

岂
、
8
0

一
 

I
s

II
债A

の
预
金 

B
の
预
金 

.他
の
顸
金

2
0
r

ニ 
i

 

八
a
、
§
 

g
、Q8

.

右
表
に
示
す
如
く
叙
行
に
於
け
る
金
貨
の
在
高
は
今
- 

や
1

腐

^

に

過

ぎ

ざ

る
-̂
、

预

金

の

龜

額

は

猶

ほ

依

1̂ 

と
しy

十
萬
弗
f

。
3

れ
ば
、
人
或
は
云
は
ん
、
I

預

S

s

^

s

$

s

9

i

u

^

s

^

v

 

S

然
6

と
酿
ち
下
に
說
印 

す
る
所
s

S

く
、
斯
く
云
分
は『

金』

な
る
語
に
對 

す
る
世
人
の
®

見
を
繰
退
す
名
の
に
外
な
ら
ず
。
預
金 

に
は
常
に
歡
_

00

保
®

物
件
の
伴
t

の
な
れ
ど
、

此
K

®

物
件
は
必
し
名
金
に
限
ら
ぎ
る
な
.

次
に
隞
行
の
債
務
者
暮
入
れ
祀
る
五
商
弗
の
規
金 

を
同
銀
行
に
預
け
一
種
の
預
金
主
と
な
ちV

小
切
手
を
：
 

以
<
同
額
を
引
き
出
す
權
利
を
得
^

6

と
假
定
^

ょ 

換
言
す
れ
は
、
其
偾
務
者
は
銀
行
ょ
6

五
萬
资
を
借
用

雜

錄

し
杧
る
像
、
夫
れ
を
龈
行
に
貸
し
興
へ
^

6

と
せ
よ
？ 

享

S

、
銀
行
の
資
產
は
五
'萬

肩
®

加

を

生

,

る 

と
同
*

に
其
の
負
債
$

亦
同
額
.の
增
加
ど
來
し
、
袋
借 

表
は
左
の
如
く
爲
べ
し

"

資

產

. 

負

'
俨 

弗

i

联

備

s-
s

o

f

人
の
顸
金
.

S

S

Ig
lf
.

1

霊

 

i
 

金 

ニ
、C0

0

.

.糸
束
f

 

.

他

の

预

金

八

0
、
§

新
预
金
主

(

卽
ち
_

者)

の
预
金

• 

*

l

s

:
r
 

合計塞
、

Q

s

1

H/
.

3

B

1

 

卽
新
預
金
主
は
先
づ
銀
行
に

^

^

^

^

"

供
，
‘

■

故
に
實
際
に
は
金
貨
の
移
^
な
る
者

を
見
^

し V
、

' 

va
M

 
ぎ
次
る
を
以 

て
、
若
し
谷
偕
手
's

m

に
約
束
手
形
を
鈸
行
に
渡
I
 

小
切
手
を
振
出
す
權
利
と
交
換
し
杧
6

と
せ
ば
、
前
と

三

四

七
«
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同一

結

果

を

生

^

ベ

し

。

3

ば
れ
此
®
偕
方
法
は
銀
行 

論
の
勒
學
者
の
常
！

i

難
問
と
爲
す
所
な
れ
ば
、
此

『

貸 

出』

の
？

卽
ち
約
朿
手
形
と
小
切
手
«

|1

}
_
の
權
利 

と
の
交
換
の
前
後
に
於
け
4

貸
借
表
を
左
に
再
ri
r

揭 

出
せ
ん
。

.

.

貸

出

前
 

资

產

 

負

债

.

0
0
0 

:
l
s
、
§
5
'
 

.预

金
 

貸

出

後
 

資
.
產 

負

债

0

$
 

ー8
、0
る

預

全

 

約
朿
'手
形
-

}?:0、B
O

资
貸

產

l
o
i
a

0

5

i

銀

行

は

叉

貸

出

を

爲

す

に

當6

て

、

正

貨

の

代
6

に 

小

切

手

振

出

權

利

を

交

附

す

る

以

外

g
.
、

『

銀

行

紙

幣』

.
 

と

名

く

る

自

行

の

發

行

に

係

^

證

券

を

交

附

す

る

と

あ
 

る

名

の

な

る

奴

、

銀

行

紙

幣

は

小

切

手

振

出

權

利

と

其
 

性

質

を

同

ふ

す

。

唯

異

な

る

所

は

銀

行

紙

幣

の

受

領

者

一 

は

銀

行

預

金

勘

定

の

代
6

に

紙

幣

ど

受

取

る

こ

と

に

於，.
 

て
.存

す

る

の

み

な

る

が

、

孰

れ

の

場

合

に

て

名

鈒

行

は

要
求
拂
の
債
務
を
有
す
る
名
の
に
し
て
紙
幣
の
所
持
者 

に
對
し
て
は
夫
れ
を
正
金
と
引
換
べ
、
預
金
主
に
對
し 

て
は
小
切
手
の
支
挪
に
應
f

b

る
べ
か
ら
す
。
而
し
て 

叉
孰
れ
の
場
合
に
名
銀
行
は
約
束
i

約
束
i

を
交
換
せ 

る
名
の
な
6

0

換
言
す
れ
ば
、
銀
行
は
顧
客
の
約
朿
手 

形
と
自
行
の
紙
幣
と
を
交
換
せ
石
な
6

。.
而
しv

銀
行 

紙
幣
は
利
息
附
に
非
ぎ
れ
ど一

.
覽
挪
に
し
.
て
、
顧
客
の 

約
束
手
形
は
利
息
附
な
る
？
定
期
拂
な
6

。

>

假
6

に
銀
行
が
五
^

®

の
0

f

貸
付
け
杧
6

と

せ
ん
か
其
の
貸
借
表
は
左
の
如
く
な
る
べ
し
。

•

資

產
 

貧

债

ノ

正

貨

準

備

l
o
t
r
g
g'

預

金

g

、
g

y
 

贷

-

0

5

3

8

紙

幣
 

U
T
0
8

 

合
，
訐

1
§

、0
§
_ 

1ー8
、
0
0
0

之
を
.要
す
る
.に
■
信
用
貸
借
の
結
果
、
銀
行
の
預
金
高 

(

並
に
紙
幣
發
行
額)

«

其
0.
.
現

金

.在

高

に

超

過

す

る

こ 

と

あ

る

名

の
.
な
る
が
、
世
人
を
し
て
m

行

の

取

引

は

金 

銀
を
取
极
务
に
在
6

i

思
惟
:̂

し
.fe
3'
'

る
？

J

 

i

を
得 

ば
、I
何
人
名
此
事
を
以V
:

不
可
思
議
若
し
く
は
膜
眛
糢

,.
M

tc

る
务Q

な
6

と
爲
さ >

 

る
ベ
し
。
，銀
ハ̂

の
戚
引

.̂
談
''

解
'̂
*

3
5
f
!
3
0

蓋
し
前
者
が
後
者
と
異
れ
る
は
猶
ほ 

前
者
、が
不
動
產
の
寶
買
と
其
性
質
1

異
に
す
る
に
均
し 

き
な
6

0

銀
行
の
®

金
主
は
通
例
現
金
を
預
け
允
る
名 

の
に
あ
ら
次
る
'

S
、

縱
令
預
け
^

6

と
す
る
名
、
銀
行 

に
自
己
の
金
を
_

せ
6

と
»

云
ふ
能
は
^
る
名
の
に
し 

て
.
其
の
保
持
せ
る
は
單
に
要
求
拂
に
應
申
る
銀
行Q

.

 

契
約
の
み
し
.換
言
す
れ
ば
、
銀
行
は
其
の
預
金
主
ょ
6 

金
を
1

6

§

る
な
6

。
今
人
あ
6

て
他
ょ
6

金
を
借
6

居
る
4

ば
、
其
倩
權
者
其
金
は
債
務
者
の
懷
中
に

S

サ
置
け
る
の
な

6

な
ど
、
云

系
が
如
き
乙
i

は
決 

し
て
あ
ら
ざ
る
べ
し
0

第
二
節
流
通
信
用
の
基
礎 

、
 

凡
*
^
借
表
於
何
れ
の
種
類
に
屬
す
る
を
問
は
チ
、
 

夫
れ
に
示
せ
る
負
偾
の
價
値
の
基
礎
は
資
，產
の
價
値
に 

在
6

i

云
ふ
事
は
如
何
に
極
言
す
る
と
$
渥
美
の
言
に 

61
,

陷
る
の
虞
れ
な
き
名
の
な
6

。
銀
行
の
資
產
名
亦
把
之

0 

.

錄
.
.
..
..

.

が
列
外
^

る
べ
き
电
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
其
の
規
金
在 

i

^

t
が
.預
金
ょ
6

^

少
額
^

る
を
見
て
»

見
を
懷
く
ベ
/P 

ら
す
。
事
情
.を

知

ら

ぎ

る

者

^

^

^

の

所

有

者

尬

に

預 

|

金
主
炉
銀
行
ょ
-o

引
出
ず
權
利
r

有
す
る
金
額
は
銀
行 

j

の
現
金
上
多
額

^

-CN

と
始
め
て
聞
く
脖
は
動
％ 

す
れ
ば
紙
幣
の
引
換
叉
は
預
，金
の
支
挪
に
充
つ
る
$
の 

.
一

な

し

と

卽

斷

す

れ

ど

？

、
.
支

柳

能

力

の

完

金

な 

の
負
債
は
其
0'

金
額
に
對
し
<
5:
:

_

_

#
り
和
，
^

^

 

此
準
備
^
正
貨
に
ぁ
ら
次
れ
ば
夫
れ
に
相
當
す
る
價
値 

を
有
す
る
財
産
な
ろ
。
而
しV

如
何
な
る
手
品
を
用
ゆ 

る
名
支
拂
停
老
場
合
を
除
气

に
讼
て
更
負
債
の
資
產
に
鈕
過
し
得
る
は
單
に
名
目 

|

丈
に
過
ぎ
ざ
る
な

6

0

如
何
と
な
れ
ば
其
際
の
負
債(

貸 

倒
れ)

の
實
額
は
其
の
，保
證
杧
る
べ
き
資
產
の
眞
價
に 

均
し
於
る
ベ
け
れ
ば
な
6

。

.此
種
の
資
產
は
前
に
名
示
せ
る
好
如
く
主
と
し
て
商 

人
の
手
形
な
る
が
、：
銀
行
論
の
原
則
ょ
6

云
へ
ば
如
何

三
四
九
,



X6
.な
る
財
產
と
雖
名
龈
行
の
實
產
te
6

得
る
な
6

。
若
し 

此
等
の
.銀
行
資
產
が
不
働
產
若
し
く
は
其
他
の
財
貨
に 

し
<

何
人
と
雖
％
ー
見
其
の
符
在
を
知
る
*こ
と
を
得
る 

名

の
な
ら
ば
、
資
產
と
負
債
の
關
«

は
一
目
暸
然
允
る

I 

ベ
く
、
然
か
名
其
關
係
は
資
產
が
無
形
の
所
有
權
ょ
.ゥ 

成
る
と
き
I

J
毫
免
異
る
所
a

き
な
6

。

而
し

て

-銀

行

は 

甘
；貸
出
命
の
交
換
物
と
し
て
穀
物
、
機
械
叉
は
鐵
塊
を，

\ 

預
ら
梦
し
て
、
直
接
叉
は
間
接
に
.

此
等
の
穀
物
、
機

械

j 

‘

若
し
く
は
鐵
塊
を
所
有
す
る
會
社
或
は
個
人
の
利
子
附| 

手
■
形
を
受
取
る
こ
と
を
欲
す
る
の
み
な
ら
^

、
艱

行

は

\ 

叉
法
律
の
規
定
に
依
6

て
此
等
の
物
品
を
拒
絕
し
て
手
一 

形
を
受
取
ら
^

る
を
得
^

る
也
。
さ
れ
ば
、
其
の
負
債
一 

於
現
金
在
高
に
迦
過
す
る
と
气
其
差
額
に
對
し
て
銀
一 

行
は
現
金
以
外
の
資
產
を
有
せ
る
な
6
。
此
現
金
以
外
一 

の
銀
行
資
產
は
通
例
商
人
の
負
債
に
し
て
、
商
人
の
負
.
 

債
は
其
商
人
の
賛
產
を
保
證
と
ず
る
S

の
な
れ
ば
、
若 

し
銀
行
の
負
懷
の
极
本
的
基
礎
杧
る
べ
き
名
の
を
追
求 

せ
ば
、
吾
人
は
有
形
の
.
財
貨
に
到
達
す
ベ
し
。

®

用組織のは人の«線
に上
らぎ
 

る
物
な
る
名
、
常
に
存
在
す
る
名
の
に
し
て
、
菩
人
は 

實
に
鈒
行
の
職
務
は
此
有
形
0.

財
貨
を
し
<
流
通
せ
し 

.
む
る
に
在
6

と
云
ふ
I

を
得
べ
し
。
例
へ
ば
土
地
叉
は 

煖
爐
は
金
貨
と
同
欉
に
流
通
す
る
こ
と
能
は
次
る
名
の 

と
す
る

3

、
土
地
所
有
者
叉
は
煖
爐
販
寶
人
は
銀
行
に 

手
形
を
提
供
し
、
銀
行
は
其
の
手
形
を
保
證
準
備
と
し 

て
紙
幣
を
發
行
し
叉
は
手
形
の
提
供
若
に
對
し
て
預
金 

勘
定
を
開
始
す
る
を
#

べ
し
。
而
し
て
此
等
の
紙
幣
併 

に
預
金
は
金
貨
と
等
し
ぐ
流
通
す
る
$

の
な
6

。
さ
れ 

ば
交
換
し
難
き
財
貨
を
有
す
-る
者
は
鈸
行
を
利
用
し
て 

交
換
の
媒
介
物
.を
作
る
こ
と
を
得
る
名
の
に
し
て
、
之

を
爲
す
に
は
軍
に
銀
行
に
手
®

-

-

-其
の
財
產
は
此
手

形
の
保
證
tc

る

ベ

き

は
^

論
な
6

と
す
-
-
-
を
提
供

し
、
夫
れ
と
交
換
に
小
切
手
振
出
權
を
受
く
れ
ば
事
足 

れ
6

0

^
す
れ
ば
说
人
の
有
す
石
比
較
的
寶
拂
ひ
難
き 

財
貨
&

流
動
通
貨
と
な
.
る
に
至
る
者
ぶ
6

。
粗
朴
的
に 

之
を
云 

<

 

ば
、̂

s

.

0

0

S

M

>

 

i

3

i

163

之
に
關
し
て
吾
人
の
注
意
を
惹
く
に
足
る
べ
き
名
の 

i

近
年
ト
ヲ
ス
ト
.
の
勃
興
が
流
通
預
金
の
利
用
に
一
大 

切
伐
を
與
へ
忙
る
こ
と
な
6

。
藍
し
大
會
社
の
株
券
及 

ぴ
債
券
は
銀
行
貸
出
の
檐
保
と
し
<

小
會
社
の
賴
券
及 

び
管
券
等
よ
り
は
信
用
多
き
を
以
<

な
6

 

1

上
記
銀
行
の
例
を
擧
ぐ
る
に
當
6

<
最
韌
は
之
を
相

其
の
雜
费
《
预
金
主
の
負
擔
と
せ
る
名
の
な
る
が
、
若 

し
此
銀
行
に
しV

要
求
娜
の
现
金
を
预
る
と
同
滕
に 

F
-
、

乙
、丙
等
に
金
を
贷
出
す
に
至
ら
ば
、
銀
行
は
甲

こ
、
丙

芒

其

8

金
預
ヶ
主
s

」

<
危

險

复

擔

す

る

の

池

位

に

立

つ

者

な

る

が

、

こ
は
预
金
主
の
甘
ん 

ず
る
所u

非
i

ベ
I

以
て
、
第
三
者
卽
ち
株
主
な 

る
？
の
あ

6 V

收
益
の
目

的

を

以

y

銀
行
の

債
務
と
夢 

用

と

を

負
檐
す
る
に
至
る
な
6
°
此
株
主
は
預
塞
を 

し

y

掼
窖
を
蒙
ら
し
め
ざ
る

t

i
を

保
識
す
る
爲
に
自

雜 

錄

,

■*
.

•

ら
'現
金
を
醵
出
しV

.
®

金
主
の
撗
害
を
賠
償
す
る
の
義 

ぐ
务
に
任
^

る
名
.の
な
-CN。

今
假
'

r
O

に
，株
主
'が

五

萬

®

を 

.

»1

|1
5
し
<

、
其
中
ー
萬
^

を
以
て
營
業
所
を
賀
入
れ
、

\

殘
額
四
萬
如
の
现
金
を
銀
行
に
置
き
*

6

と
せ
ん
ヵ 

\

前
に
載
せ
忆
る
銀
行
贷
借
表
は
.
左
の
如
く
變

K

す
べ

ft

偾

预
：

金

r-
:

s

、8
Q
 

紙
幣
發
行
額
1

8

 

構

金

-s
、
g

Q

—
a

玆
に
揭
ぐ
る
贷
借
表
は
现
代
1C

於
け
る
普
通
の
銀
行 

•卽
ち
所
謂『

預
金
、
紙
幣
發
行
、
割
引
銀
行』

の
贷
借 

表
に
示
す
各
勘
定
の
主
な
f

の
を
包
含
す
る
名
の
な

'

o

第

三

節

0
0
s

0
0
^
0
m ̂

la

節
に
於v

資
產
は
偾
務
.
を
■

す
に
充
分
な
ら
次 

る
可
ら
次
る
を
見
^

る
'が/

吾
人
は
次
に
資
産
f

務 

1
卽
座
に
果
し
得
る
性
質
1
具
備
す
る
の
要
あ
る
と
を

' 

. 

M
 

一

资

產
 

ft

現

金

ー

岜

、
Q

S
 

贷

金

§
、8
q 

建

物

1Q
、
S

Q
 

合

針

德
、000



指
摘
せ
ん
と
欲
す
0

.
蓋
し
銀
行
の
.
職
務
m

何
時
に

v

 

4

 

利
用
し
得
る
財
產(

現
金
若
く
は
信
用
¥

供

給

し

、
.
其 

の
预
金
主
の
有
す
石
卽
座
忆
現
金
に
?1

換
へ
難
き
财
產 

の
代
用
物
杧
ら
し
む
る
に
ぁ
る
を
以
て
、
若
し
常
に
支 

狒
ic
ff
i

'

b
:#
石

忙

充

分

な

る

现

金

を

貯

へ

僵

く

に

非

^

 

ん
ば
、
銀
行
の
自
的
忙
適
は
ぎ
る
^

の
と
謂
ふ
べ
し
。
 

3

は

i

銀
行
の
利
益
め
一
鄧
分
«

現
金
の
資
5

し
ょ
ろ 

生
梦
るS

P

の
な
れ
ば
、
銀
行
は
貨
殖
の
爲
め
に
«
出
し 

を
爲
す
に
當
6

て
支
娜
不
可
能
の
運
命
に
遭
逢
す
る
こ 

と
を
避
く
る
爲
め
に

り
。
若
し
然
ら
次
れ
ば
、
銀
行
は
其
の
現
金
义
は
資
本 

に

對

す

る

關

係

を

無

視

し

て

無

服

に

其

の

'®
出

し

を

增 

加
す
る
こ
と
を
得
べ
く
、
■流
通
預
金
は
際
限
な
く
膨
服 

す
る
に
至
る
べ
し
。

3

れ
ど
、
斯
/;
>
,
る

こ

と

は

健

，全

な

る

龈

行

の

營

業

方 

針
の
許
す
能
は
ぎ
る
所
に
し
て
、
支
拂
不
可
■

と
支
®

 

停
止
は
與
.̂

に
之
を
避
け
^

る
べ
か
ら
岁
。
支
拂
不
可 

能
と
は
資
本
に
比
し
て
法
外
な
る
贷
出
し
を
爲
し
fc

る

際
1C

發
生
^

得
る
狀
態
を
ー
衣
ひ
、
支
娜
停
止
i

は
規
金 

在
高
に
此
し
.
て
法
外
な
7-
>#.
-a
l

し
を
爲
し
*

る
時
に
*

 

.

6

得
る
狀
德
を
謂
み
の
な

C
V
O

換
言
す
れ
ば
銀
^
の 

資
產
狀
倩
務
額(

資
本
主
以
外
に
對
す
る)

に
達
せ
ず
し 

て
、
其
の
負
債
を
償
却
し
能
は
次
る
.に
至
ろ
て
支
狒
不 

可
能
E

名
の
生
じ
、
支
拂
停
业
と
城
銀
行
の
資
產
總 

額
は
债
務
を
果
杧
す
に
充
分
^

る
^p

、
現
金
在
高
は
奥 

|

求
拂
に
應
梦
る
t

と
を
得
る
に
足
ら
，̂

る
と
き
®
る
名 

の
な 
6

0
 

,

:

•

V

■?

れ
ば
、
銀
行
の
‘
偾
務
額(

資
本
を
除
く)

に
對
す
る 

資
本
の
比
例
の
少
な
き
丈
、史
拂
：不
可
能
の
危
險
多
く
、

.

要
求
狒
の
債
務
：額
に
對
す
る
现
金
の
比
例
低
き
丈
、
支 

狒
停
止
の
虞
多
き
名
の
i

す
。
換
言
す
れ
ば
、
支
狒
不 

i

可
能
に
#
す
る
主
攻
石
保
證
は

多
額
の
資
本
と
積
立
金 

|

と
に
在
る
名
、
文

響

止

に
»

す
^
主
な
る
保
證
は
多 

額
の
*

備
金
な
6

。
玄
拂
不
可
能
な
る
名
の
は
如
何
な 

る
營
業

に
對
し
て
$

起
6

得
る
現
象
な
る
好
、
支
拂
停 

止
は

銀
行
の
有
す
る
紙
幣
引
換
及
預
金
償
却
の
職
務
上

或
は
叉
贷
出
し
萵
は
餘
6

に
少
額
な
6

と

。
.
若

し

果

し 

v

然
於
思
惟
せ
6

と
せ
ん
於
彼
等
は
贷
!9

]
し
を
增
加
し 

(

規
金
紙
幣
叉
は
預
金
勘
定
を
以
て)

遂
に
現
金
を
、
例 

へ
ば
、
四
萬
^

に
減
匕
、
預
金
及
紙
幣
發
行
額
を
三
十 

4

弗
^

增
加
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
0
. 

3
す
れ
ば
若
し
此 

鍚
合
に
預
金
の
引
出
叉
は
紙
幣
の
引
換
の
爲
め
に
五
萬 

弗
の
a

金
を
要
求
す
.
る
者
あ
ら
ば
、
.銀
行
は
卽
游
の
支

.

產
を
儻
却
す
る
に
足
る
名
の
に
し
<

、
喪

求

額

の

.五

萬 

弗
に
對
しy

は
-*

分
な
る
支
拂
準
備
あ
る
名
、
預
金
主 

尬
に
紙
幣
め
所
持
者
は
規
金
の
要
求
娜
を
受
く
る
契
約 

65

あ
る
を
奈
何
せ
ん
。
若
し
此
契
約
な
か
6

せ
城
銀
行
は

.

雜

‘
錄

其
の
債
務
者
よ
6

受
取
6

お
る
約

谋

手

形

を

.其

の

債

權 

者
に
交
附
し
て
、自
已
の
傲
務
を〕

果
す
こ
と
を
得
る
於
、
 

或
は
此
等
の
手
形
を
現
金
に
引
換
へ
得
る
迄
猶
豫
を
£

ふ
r.

と
を
^

^
、へ
き
^

6
 

さ
は
れ
銀
行
は
此
ニ
個
の
方
法
の
孰
れ
を
？
採
る
こ 

と
能
は
孑
る
を
以
<
、
支
拂
停
止
の
虡
ぁ
る
峙
は
其
の 

資
出
金
の
一
.

部
を
囘
收
し
、
若
し
囘
收
し
得
る
贷
出
金 

.
な
け
れ
ば
、
其
の
所
有
に
係
る
有
價
證
券
若
し
く
は
他 

の
財
產
を
寶
捌
き
■<

現
金
と
引
換
べ
、
此
危
險
を
未
然 

に
防
、が
ん
と
努
o

る
$

の
な
れ
ど
、
不
幸
に
しV

銀
行

i

_

l l
l l
! l
p

l l
.

'を
所
持
せ
る
者
の一

大
部
分
が
同
脖
に
現
金
の
支
拂
を
.
 

要
求
せ
ば
、
支
拂
停
止
の
運
#

を
免
ら
る
V

こ
と
能
は

^

る
な
-
.

C
S
O

支
拂
停
止
な
る
名
の
が
斯
く
の
如
く M

朝

發

生

し̂
 

る

赌

は

之

を

避

く

る

に

.術

な

く

且

つ
其

の

發

生

：の
傾
©

 

を

生

匕
,*

る
赌
は
之
を
豫
防
す
る
ft

非
常
に
困
難
な
る

1

2

特
に
銀
行
の
經
驗
す
る
所
の
？
の
な
6

0

前
節
に
換
げ
把
る
銀
行
貸
偕
表
に
據
れ
ば
、
其
報
行
は
一 

十
四
萬
^
の
現
金
と
二
十
萬
弗
に
上
る
®

求

狒

の

偾
一
 

"#(

預
金
と
紙
幣)

を
有
す
る
^p

の
な
る
が
、
業

務

一
 

\
の
所
爲
ら
く
此
現
金
高
は
大
に
失
す
る

者
な
6

と
"



1GG

を
以
て
、
銀
行
は
常
に
其
の
0

^

^

と
の
.加
1
^
.
:

^

M

3

$

s

3

1

s

u

8

1

y

s

次
る
ベ
か
ら
次
る
也

0

芷
貨
準
備 

は
有
價
證
券
を
寶
6

て
現
金
に
引
換
べ
、
叉
或
る
脬
は 

有
價
證
券
に
對
し
て
現
金
を
贷
出
し
以
て

之
を
加
減
す 

る
こ
と
を
得
る
《
の
に
し
て
、
 

3

s

s

l

i

l

3

M

^

X夫
れ
に
伴
ふ 

危
險
名
亦
多
し
。
羅
：竟
す
る
に
銀
行
は
利
子
步
合
を
增 

減
し
て
相
當
の
茁
貨
準
備
を
維
持
す
る
名
の
な
/

ノ
0

若 

し
，

一
 

層
多
額
の
貸
附
に
堪
ゆ
る
正 

貨
準
備
を
有
す
れ
ば
、
銀
行
は
劄
引
步
合
を
引
下
げ
貸 

出
高
を
®

加
せ
ん
と
努
む
べ
し
。
若
し
叉
^

®

P

 

^

S

S

^

S

S

S

M

.̂取
附
け
に
逢
ふ
虞
あ 

ら
ぱ
、利
子
步
合
を
引
上
げ
其
の
«

a]

を
罾
㈱

す
ベ
し
。 

斯
く
の
如
く
或
る
滕
は
㈣

申

を

引

上

げ

或

る

^

は

之

を 

別
下
げ
以
て
正
貨
準
傲
の
堪
へ
能
ふ
範
隨
內
に
其
の
貸 

WJ

高
を
限
定
す
る
^P

,

の
な
る
が
、
收
益
を
計
る
爲
め
に 

g

備
金
の
許
す
限
6

多
額
の
贷
附
を
爲
さ
ん
と
努
む
る

を
常
と
す
。

.

而
し
て
若
し
偾
務
の
全
額
に
比
較
し
.て
^

預

る
名
の
あ
る
塒
は
、
準
備
金
は
普
、

通
の
場
合
ょ
6

$

多
額
な
る
を
要
す
。如
何
と
な
れ
ば
、

少
數
の
預
金
主
の
爲
め
に

其

金

部

を

取

附

ら

る

、

の
虞

あ
れ
ば
な
6

。
之
と
同
ヒ
く
潜
減
常
な
き
预
金(

例
へ

ば
株
式
仰
買
人
の)

.

叉
は
一
峙
的
の
預
金
に
對
す
る
.準

‘

'

備
金
は
比
較
的
多
額
な
る
を
要
す
る
名
の
な
6

。
叉
銀
.

.

.

行
業
の
.
繁
盛
な
ね
^

^

C
S

於
け
る
銀
.
行
の
準
備
金
は
-
-

銀
行
業
務
の
閟
散
な
る
小
都
會
に
於
け
る
ょ
6

は
其
の

要
求
挪
.
の
偾
務
に
對
し
て
比
較
的
多
額
5

る
こ
i

を
要 

K
r 

o

.

3

V

各
銀
行
か
.幾
何
の
準
備
金
を
保
持
す
る

.

か
は
各 

其
の
營
業
の
性
質
と
其
0

取

引

高

に

從

，ひ

經

驗

の

示

す

- 

所
に
由
6

て
定
ひ
る
？
の
に
し
て
、
各
親
行
はJ

個
の 

.

標

準

比

例

を

有

す

る

と

同

辟

に

、
、'各

市

町

村

名

亦

一

種 

の
標
準
此
例
.

(

同
地
方
に
於
け
石
各
銀
行
の
標
準
比
例
. 

の
平
均)

を
有
す
^

^

,
の
な
.
る
财
、
此
等
の
標
準
此
例

167
ば

馨

的

の

擎

备

v

 

f

す
n

 
U

也

.

第
四
節
修

f

加
へ
忙
る
交
換
方
程
式 

前
馨
に
於
け
る
銀
行
取
引
の
研
究
に
依
，り
i

貸

\ 

u

d

E

に
二
種
あ
る
を
見
る
。
日
く
、

一
は
紙
敝
"
に
し 

て
、
貨
幣
の
霞
に
屬
し
、
他
は
预
金
に
し
て
、
貨
幣
. 

S

爾
u

t

、

而
し

て
今
比1

1

®

s

贩

警

貨

物

s

部
類
中u

包
括
^
と

一
 

S

、
貨
物
S

ちV

下
の
三
種
と
爲
す
乙
|

得
0/
<

ノ
。

日

く

、

f 

一
 

)

»o
«°

、(

ニ)

流
通
預
金
夂
は
單
に
^

知
.
、
及
び(

三)

他
の
^

&

糧

に

し
'
又
此
分
類
を
用
ねI

 

V

左
の
■
六
種
の
交
換
を
想
像
し
得
べ
し
。

'

二

)

.
貨
罾
と 

(

ニ)

预
金
と
預
金 

' 

一 

(
U
1
)

貨
物
と
貨
#

(

四)

.貨

幣

と预
金 

.

.

一
 

{

五)

■
貨

幣 
A

.

«

®
 _

.
(

六)

3

§

 

.

.

. 

. 

•

!

)

£

.
 

吾
人
の
挤
究
の
立
場
ょ
-

^

す

れ

ば

、

最
後
の
一
一
種
の
亥

:

雜S

鋒)

喚
の
み
重
要
な
る
名
の
な
-

Cs

と
云
分
ベ
し0
如
何
と
な 

て
ば
、
此
ニ
楗
の
交
換
は
通
貨
の
流
通
を
構
成
す
る
名 

の
な
％
ば
な
6
0 
.他
の
四
種
の
交
換
中
第
一
は
爾
換
に 

し
て
第
三
は
物
々
交
換
な
る
乙
と
»
旣
に
說
明
し
杧
る

祈
f

。
次
I

ニ 

5

舊

S

S

5

引
に
屬

す
f

の
：
|

&

、
.其
中
第
二
は
小
切
手
5

す
る
爲 

掌

形
の
雷

し

又
&

行
間
の
手
形
S

換
を

指
す 

’
名
の
に
し
て
、
第
四
は
規
金
を
预
入
れ
叉
は
小
切
手
を 

宸
出
し
て
预
金
を
引
出
す
場
合
等
を
靜
^
名
ク
な 

以
上
吾
人
の
試
み
^

る
銀
行
贷
借
表
の
解
哿
に
依
o
 

<

交
^
方
程
式
に
銀
行
預
金
卽
ち
流
通
信
用
を
如
ふ
る 

>
準
蒲
を

盤
へ
^

る
が
、
吾
人
は
正
貨
の
數
慑
を
表
7? 

す
る
に
猶
脱
を
用
ね
、
其
の
糖
還
逋
•

度
を
指
す
爲
“

® r

額
を
表
示
し
、
F
を
以V

其
の
半
均
循
還
速
度
を
示
す
-
 

ベ
し
0 

3す
れ
ば 

一•年
間
の
寶
貿
髙
は
最
早
を
切 

<
之
を
訃
量
せ
す
し
<
琴
7
>
琴
7
、
を
用
ね
<
之
を
代 

表
亡
し
め
ざ
る
可
ら
ざ
る
也
。
故
に
交
換
方
程
式
は
今

三
丑
五
.



や
左
の
形
式
を
有
す
る
に
至
る
名
の
な
^

^
 

(
.
M
'
F
+
.
M
V
F
r
r̂
Q
H
P̂
)

.

骷1
、

譯
者
日
<

、
P

は
各
貨
物
の
價
格
を
指
し
、
Q

は
貨
锆
の
數
量 

尸
は
物
憤
相
敷
、r
は
貨
物
赍
賈
の
總
額
を
示
す
。

第
五
節
貨
幣
數
量
と
標
準
此
例
を
保
て
る 

流通預
金、

交
換
に

小
切
手
を
用
ゆ
る
に
從
ひ
、

一
般
物
賈
に
及 

ぼ
す
貨
幣
數
量
の
影
響
は
未
だ
小
切
手
を
-用

ゐ
る
に
至 

ら
次
る
塒
ょ
6

は
間
接
的
と
爲
6

て
、
此
影
響
の
硏
究 

Id

以

前

よ

一
層
難
！I

複
雜
と

な
る
^
5
=の
に
し
て
、
 

縱
令
物
價
と
貨
幣
の
.
數
量
と

の
間
に
或
種
の
關
係
ぁ
6
 

と
な
す
$

、
小
切
手
の
使
用
は
此
關
係
を
破
壞
す
る
S
 

の
な
6

と
論
^

る
者
3

へ
生
岁
る
に
至
れ
6

。

若
し
預
金
額
は
貨
幣
の
數
量
と
何
等
の
關
係
を
有
せ
次 

る
な
ら
ば
、論
者
の
說
は
眞
理
な
6

と
云
ふ
を
得
べ
し
。
 

3

は
れ
事
實
は
然
ら
岁
し
て
、.
：預
金
額(

i¥)

は
流
通
貨 

幣
の
數
量(

N

.)

(c

對

し

て

一

定

の

比

率

を

保

持

す

，
る
の 

傾
向
を
有
す
る
g

の
な
6

0

換
言
す
れ
ば
、
預
金
額
は

貨

幣

數

量

に

或

，る

一

定

の

數

を

乘

b

fc

る

ぢ

の

.な

る

を 

常

規

と

す

。

 

.

流

通

貨

幣

の

數
.f
i

i

銀

行

預

金

總

額
i

の

間
に 

\ 

^

^

準

此

例

^

^

し

 

^

6

 て
>0
il 

‘
 

l
fe

上
文
に
於
て
旣
に
之
を
說
明
し
た
6

。
銀
行
の
正 

貨
準
備
は
其
の
預
金
に
對
し
-c

一
 

定
の
比
例
を
保
て
る 

\

.

こ

と

卽

ち

是

れ

な

の
原
因
i

は
何
ぞ
、
日
く
、

.@ 

人

、
商
會
及
び
會
社
は
各
其
の
^

^

I 

且
つ
其
の
^

^

.
此

種

の

比

率

は
各
個
人
等
の
便
宜
と
習
慣
と
に
依
6

て 

定
^6

る
S

0-

な
る
が
、
槪
し
て
之
を
云
へ
ば
、
商
會
等 

は
'

支
狒
及
び
^

^

w

lc
r

n

^
を
用
ゐ
、
相 

互
間
の
勘
定
に
は
小
切
手
を
用
ゆ
る
を
常
と
す
。
而
し 

て
此
支
拂
方
法
の
孰
れ
を
選
ぶ
か
は
頗
る
鞏
固
な
る
根 

柢
を
有
す
る
$

の
な
れ
ば
、
こ
峙
的
の
些
細
の
例
外
を 

除
く
の
外
は
此
選
擇
の
習
慣
に
背
馳
す
る
が
如
き
こ
と 

ぁ
る
べ
む
と
は
想
像
し
能
は
次
る
所
な
6

。
例
へ
て
云

.

へ
^
、
或
る
商
會
が
小
•切
手
を
以
て
其
店
員
の
雷
#

賃
ー
. 

を
支
拂
ひ
、
萁
の
蓝
額
の
負
積
を
辨
濟
す
る
に
現
金
を 

用
ゆ
る
於
如
き
こ
と
は
ぁ
6

得
べ
く
名
思
«

れ

^

る

な) 

6

0

人
は
皆
此
二
種
.の
支
娜
方
法
間
に
一
定
の
平
衡
を
' 

深
ち
、
短
期
內
を
除
く
の
外
は
之
を
甚
し
く
變
更
す
る 

t

と
な
き
名
の
に
し

V
、

常
に
其
の
手
許
現
金
高
若
し 

く
は
銀
行
預
金
額
を
伸
縮
し
、
以V

之
を
现
赍
拂
叉
は
. 

小
切
手
挪
高
に
適
應
せ
し
め
、
手
許
现
金
高
比
較
的
少I 

‘

額
と
な
6

、
銀
行
预
金
は
之
に
反
し
<

比
較
的
多
額
に
.

上

る

赌

は

、：3
小
切
手
を
拂
出
し
<
之
を
規
金
に
換 

へ
、ぇ
に
)̂
»

の
现
象
生
匕
把
る
赌
は
、其
の
現
金
の
一 

部
を
銀
行y

預
け
、
常

u

斯
く
の
如
く
此
ニ
®
の
交
換 

媒
介
物
を
轉
換
す
る
を
常
と
す
^

叉
私
人
は
^

例
銀)

^
. 

\

商
店
は
寶
揚
高
を
以
て
其
の
銀
行
預
金
を
®
富
と
爲
す

名
の
な
石
が
、
龈
行
は
雨
者
に
對
し
<
各
其
の
規
金
併

に
预
金
他
龆
の
媒
介
者
^

る
の
職
務
を
執
る
者
な
6

。

ゐ
诗
定
の
地
に
於
け
る
貨
幣
に
對
す
る
锍
通
預
金
の
數 

1

'

灕

，
錄

量
的
關
係
は
諸
種
の
便I

且
に
依
^O

て
定
ま
る
劣
の
な
ト

き
丈
小
切

手
の
使
用
盛
ん
に
し
て
、
大
規
模
の
商
業
を
營
む
者
は 

相
互
間
の
£

額
の
琅
引
に
は
小
切
手
を
用
ゐ
、
少
額
の 

取
引
にU

親
金
を
授
受
す
る
を
常
と
す
。.
^

に
人
ロ
d

 

_

蜜

小切
手ど
多く
使用
する
その
に

*

し
て
、
都
市
に
於
s

y

B.

多

額

.の

支

狒

に

小

切

手

を

用 

ゐ
る
«

支
狒
人
並
に
受
取
人
に
取
6

て
便
|-
*
-
*且
多
く
、
之 

に
反
し
て
、
田
舍
に
在
6

.て
は
銀
行
へ
の
往
復
に
多
く 

の
滕
間
と
勞
力
を
要
す
る
不
便
あ
る
を
以
て
、
取
引
高 

に
比
し
て
都
市
に
於
け
る
よ
6

名
.
多

額

の

貨

幣

を
用
ゆ

\

\
 .

る
名
の
な
6

。

為

有
0|
-

§̂
^

人

ょ

老

小

切

手

を

多
く
利
用
す
る
の
に
し
て
、
勞
働
者
が
.
之

^

使

用

する 

t

と
A

罕
れ
な
る
？
r'

資
本
家
、
高
等
職
業
に
從
事
せ
' 

;
.
•:
.

: 

る
？ 
の
及
び
月
紛
取
6

は
個
人
的
並
に
營
業
上
の
取
引
:

に
之
を
用
ゆ
る
を
常
と
す
C 

3

れ
ば
、
斯
く
如
く
、
小
切
手
便
用
と
现
金
使
用
の 

間
に
便
宜
的
並
に
慣
例
的
比
率
の
存
在
す
る
あ
6

ズ
、

.

• 

量
七
'
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普
通
の
個
人
叉
は
會
社
の
預
金
額
と
其
の
.手
I
許
’
現

.̂ 

高
と
の
間
に
稍
々
一
定
ネ
«J

の
割
合
を
保
つ
飞
の
な
れ

若
し
此

比
率
に
し
て
一
胁
變
動
す
る
好
如
き
こ
と
あ
ら
'ん
か
、

. 

纏
て
其
比
率
を
恢
復
す
る
の
傾
向
を
生
梦
る
に
至
る
な
. 

ら
ん
。
何
ん
：と
な
れ
ば
、
A

々

は

各

其

の

過

剩

の

.現

金 

を
銀
行
に
预
金
す
る
が
叉
は
過
剩
の
预
金
を
引
出
す
に 

至
る
ベ
け
れ
ば
な
ろ
。

.

因
是
觀
之
、

本
飾
に
論
チ
る
如
く) 

前
節
に
說
明
せ
る
如
く)

は
共
に
灘
行 

預
金
に
對
し
て
各
一
定
の
此
率
を
保
つ
の
傾
向
を
有
す 

る

名

の

な

る

を

以

て

.
、

*'
<
此

兩

者

は

相

互

間

に

名

亦

一

定 

.

の
割
合
を
保
v

.i
,

名
の
な
6

と
云
ふ
べ
し
。

:

加
之
、
流
通
货
幣
の
.數
量(

i¥

し
の
增
減
は
當
座
預
金 

額(

驶

)

を
し
て
同
比
例
に
壻
減
せ
し
ひ
る
S

の
な
る
を 

以
て
、
各
其
の
循
環
の
逑
度
?

と
尸)

並
に
寶
賈
取
引
.

高(

Q
 )

$

同
時
に
變
.»

し
て
.貨

幣

及

び

预

金

數

量

增

減 

の
影
響
を
阻
害
せ
次
る
限
6

は
、
物
價
の
水
平
に
名
同 

比
例
の
變
化
を
來
す
に
至
る
べ
し
。
此
理
は
之
を
方
程 

式

(
i
¥
F
+
M
、
F

 

=

m

m

sに
依
6

 y

說
明
せ
ば
一
目

際 

然
fc

る
な
6

。例
へ
ば
若
し
i¥

及
|
一
 一

倍
と
な
6

、f

及 

厂
は
之
に
反
し
て
變
動
せ
申
と
せ
.
ば
、
方
程
式
の
左
邊 

は
二
倍
と
な
6

、
右
邊
名
亦
之
於
爲
二
倍
と
な
6

ぬ
べ 

し
0

さ
れ
ど
、Q

に
し
て
何
等
の
變
化
な
し
と
せ
ん
於
、
 

P

は
悉
く 
二
倍
と
爲
ら
次
る
を
得
^

る
は
明
於
.に
し 

て
、.
若
し
タ
の
一
.部
に
し
て
ニ
倍
と
爲
る
迄
增
加
せ
次 

る
が
如
き
こ
と
あ
ら
ば
、
他
の
p

f

t
交
換
の
平
衡
を
保 

つ
爲
め
に
こ
倍
以
上
に
增
加
せ
次
る
を
得
^

る
な
6

。
 

第
六
節
.
.摘

要

'

■m

上
本
章
に
輪
岁
る
所
を
左
の
如
く
简
單
に
摘
喪
す 

る
こ
と
を
得
べ
し
。

(

一)

銀
行
は
ニ
a

の
通
貨
を
供
給
す
る
^

^

の
^

. 

6

0
 

_は
貨
幣
杧
る
.銀
行
紙
幣
に
し
て
、
他
は 

貨
幣
杞
ら
次
る
銀
行
預
金(

小
切
手
振
出
權)

卽

.

ち
是
れ
な
6

。

(

二)

銀

行

小

切

手

は

預

金

を

引

出

す

權

利

の

..證

書 

に
過
ぎ
ヤ
0

る
-̂
6

。 

I..

(

三)

預
金
及
紙
幣
の
保
證
は
單
に
正
貨
準
備
の
み 

に
非
申
し
<

、
銀
行
資
産
全
體
を
以
<
構

成

す

\
. 

る-
S
p

の
な
6

。
 

. 

j

(

a

)

預
金
制
度
は
直
接
流
通
し
能
は
次
る
財
貨
を 

以
<

预

金
>?
1

出
權
の
基
礎
忆
ら
し
0

る
を
得
る

1

手

段

に

外

な

ら

^

。

 

.

ノ

流
通
預
金
の
基
礎
の

一
部
は
正
貨
及
び
芷
貨
.

'

と
卽
座
に
引
換
へ
得
る
名
の
允
ら
ぎ
る
べ
力
ら 

ざ
る
な
6

0

(

山、
ノ
 

i

幣
預
金
及
び
他
の
貨
物
間
に
は
六
種
顏

\

ノ 

：
_

M

l !
I i
s l
一

.

金
と
の
交
換
な
6

。 

;

;
 

I

 

(

七)

交
換
方
8

を
獷
張
し
S

行

預

金

^
式 

中

u

編
人
せ
ぱ
左
の
如
含
形
態
を
冶
す
へ

儺

M

i
w
—

丁
^
、

F
、

H
M
M
Q 

H 

P
H

(

八

)

.

銀
行
預
金
額(

il
-
r)

は
貨
幣
數
暈(

ど

に

對

し 
V
1

定
の
標
準
比
率
を
有
す
る
に
至
る
傾
向
ぁ 

6

0

蘐
し
各
自
所
有
の
通
貨(

預
金
を
含
む)
を 

ば
、
比
較
的
ー
定
不
動
の
比
率
を
保
ち
<

预
金 

■
と
貨
幣
と
に
之
を
配
分
す
る
こ
と
は
實
業
界
の 

II

宜
の
命
令
す
る
所
な
6

。

.(

九)

*

流
通
預
金
は
通
常
货
幣
物
價
間
の
數
量
的
關 

.

1

變
動
せ
し
む
る
s

 U

あ
ら
ず
。


